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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、①カドミウム（Cd）非汚
染対照であるCd標準回帰直線（CSRL）の有
効性を検証すること、②バナジウム（V）、モ
リブデン（Mo）、タリウム（Tl）でも汚染判
定指標を作成すること、③動物実験によりTi

が他の有害重金属元素の毒性を軽減するか
否かを検討すること、および④細菌
L.monocytogenes（L.m.）に対するCdとVの
影響（増殖性と変異原性）を検討することで
ある。 

 

２．研究の進捗状況 

上記、目的①②については、 22 年度まで
に CSRL の検証および対照とした４元素を包
含する Pb指標（Mochizuki-Ueda line）の作
成を終了した。③については、動物実験の半
分以上を終了した。④については、目的遺伝
子の抽出を終了し、比較を残すのみとなって
いる。 

 

３．現在までの達成度：②おおむね順調に進
展している。(理由) 上記の通り 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ③④について 23 年度は、得られている成
績の解析を行い、必要な場合には実験を加え
る予定である。24 年度は、全ての成績を総合
的にまとめて、報告書とする予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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